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DESK（ドイツ・ヨーロッパ研究室）は、ドイツ学術交流
会（DAAD）の資金援助を受け、２０００年１０月、東
京大学駒場キャンパスに開設された、教育・研究プロジェ

クトです。ドイツと日本の間には、政治、経済、文化、お

よび学術の各分野にわたって長く強固な結びつきの伝統

が存在します。一方、統一されたドイツは、統合ヨーロッ

パへ向かって力強い歩みを進めています。DESKの目的
は、従来のドイツ・ヨーロッパ研究の蓄積を生かしなが

ら、真に学際的な高い水準の教育と研究を推進すること

によって、この新しい流れに対応できる人材を育成する

ことにあります。さらに、DESKは、ドイツ・ヨーロッ
パ研究に関心をもつすべての人々に開かれ、海を越えて

アジア・太平洋諸国にも開かれた学術交流と出会いの場

でありたいと望んでいます。

DESK is a program aimed at accelerating educational
and research exchanges between Japan and Europe. It
began operations in October 2000, at the Graduate School
of Arts and Sciences of the University of Tokyo (Komaba
campus), with the support of DAAD (Deutscher
Akademischer Austauschdienst). DESK is aimed at the
education and training of the younger generation. The
interdisciplinary education and research which we have
earnestly pursued in the past in European Studies at
Komaba will continue into the future as the foundation
of the DESK program. We sincerely hope that DESK will
function as an academic arena for the whole Asia-Pacific
region, open to all students and scholars interested in
European studies.

DESK (German and European Studies in Komaba)
The University of Tokyo, Komaba
Meguro-ku, Komaba 3-8-1
153-8902 Tokyo, Japan

Tel./Fax.: 03-5454-6112
e-mail: desk@ask.c.u-tokyo.ac.jp
http://ask.c.u-tokyo.ac.jp/~desk/

ＤＥＳＫ設立記念講演会

「ヨーロッパ　東西に広い相貌」
　ドイツ・ヨーロッパ研究室開室を記念して、講演会が下記のとおり予定さ

れています。本講演会では、ヨーロッパと関わりの深い二人の講師をお招き

し、新たなヨーロッパ像の可能性についてお話しいただきます。

日時：２００１年１月２７日（土）１４時～１７時

場所：東京大学大学院数理科学研究科　

大講義室（井の頭線「駒場東大前」下車）

プログラム：

14:00～14:10　開会の辞　古田元夫（東京大学評議員）

14:10～14:25　臼井隆一郎(ＤＥＳＫ運営委員長）「ＤＥＳＫの試み」

14:25～15:15　姜尚中（東京大学社会情報研究所教授）

「ニュールンベルク・クレタ・ヨーロッパ」

15:15～15:45　蓮實重彦（東京大学総長）

「変貌するヨーロッパ　アジアからの視点」

15:45～16:00　休憩

16:00～16:50　質疑応答・討論

16:50～17:00　閉会の辞　麻生建（大学院総合文化研究科教授）

　総合司会　足立信彦（大学院総合文化研究科助教授）

２０００年１０月１日ＤＥＳＫ開設
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　組織上ＤＥＳＫはドイツ学術交流

会の資金援助によって設立された寄

付講座が中核となっており、この寄

付口座には併任教授１名と助手１名

が置かれています。この教授ポスト

には筑波大学社会科学系教授のハラ

ルド・クラインシュミット氏が就任

されました。

　クラインシュミット氏は筑波大学

国際総合学類（学部にあたる組織）お

よび大学院国際政治経済学研究科に

おいて国際関係史を中心に教えてお

られ、また研究者としても国際的に

評価の高い、きわめて膨大な数の著

ＤＥＳＫ客員教授

ハラルド・クラインシュミット氏紹介
作を著しておられます。

　ＤＥＳＫ教授は予算制約から併任

教授となっております。国立大学の

併任による客員教授就任は教育・行

政などの負担が増加するばかりでご

本人には利益となることの少ないも

のです。しかし、クラインシュミット

氏はＤＥＳＫの主旨に賛同され、客

員教授を快く引き受け、活躍いただ

いております。

What is Europe?
Harald Kleinschmidt

Three images of Europe are remark-
able for having dominated during

the second half of the twentieth century:
Europe has been portrayed politically as
the vision of a future union in peace of
states and societies; Europe has been
viewed geographically as a continent with
unity in variety; and Europe has been dis-
played as the host of partly conflicting,
partly converging traditions. The politi-
cal vision of a future union of Europe is
the vista of the majority of political deci-
sion-makers, business people and those
to whose profession it belongs to produce
and reproduce assets of culture; it is less
prominent among those who are con-
cerned with the preservation of the sov-
ereignty of what has been termed ‘na-



tional states’ however few of them there
may actually exist. Nevertheless, it is a
vison in the practical sense that its imag-
ined institutional frameworks and geo-
graphical extension are in the making and
taken to be more comprehensive and ex-
pansive than any currently existing insti-
tutions. By contrast, the geographical as-
cription of a continental identity to Eu-
rope is rather a matter of school text-
books. Schoolmasters tell the story that
Europe extends west from the Urals to
the coastlines of the Northern Seas, the
Atlantic Ocean and the Mediterranean
Sea. But the question is whether and, if
so, to what extent, this story can create
an inclusive European identity and
whether such an identity can matter in
any political or cultural sense. Finally, the
asscoaition of this identity with an his-
torical dimension can be regarded as a
mixed blessing. Surely, the Europe stuck
in a quagmire of allegedly sunken tradi-
tions has been a crule joke played on the
Old Continent by intellectuals and busi-
ness people of the New World. But the
wealth of local, regional and universal
histories into which Europe has been cast
has contributed to both, the unity and the
disunity of its culture, has been respon-
sible for the greatest disasters as well as
some accomplishments.

How do these three images go
together? Their differences are, in

fact, less wide than it may appear at first
sight. For the political vision of Europe
as a future unity in peace of states and
societies remains unthinkable without the
past experiences of division, conflict,
wars and crimes against humanity,
articularly during the first half of the
twentieth century. Thus Europe’s history
is the condition for the vision of its fu-
ture. Likewise, Europe’s continental iden-
tity can herdly be described solely in geo-
graphical terms as the boundariers have
changed of what had been defined as the
continent of Europe. During much of the
Middle Agges, the Don/Dnjjepr river sys-
tem was taken to represent Europe’s
boundary with Asia while, in the subse-
quent periods, this boundary shifted fur-
ther to the east. Seventeenth-century
mapmakers, for  example,  did not hesi-

tate to dot it along the river Ob. The Urals
were established as Europe’s conven-
tional eastern boundary only through the
wisdom of nineteenth-century schoolmas-
ters. Thus, not all of Europe’s even most
basic traditions and conventions are old.
Worse even, these traditions and conven-
tions of geography have mattered little
for practical life. The first time after An-
tiquity that the name ‘Europe’ became
in the Occident was in the eight century
when the name signified a small area on
the fringes of the ecumene. The name was
religiously biased throughtout the Middle
Ages and the early modern period as its
application continued to be limited to
widening areas coming under the influ-
ence of the Christian churches through
their missionary activities. But when, in
1699, the Otoman Turkish Sultan signed
the treaties of Carlowitz with the Roman
Emperor, the Ottoman Turkish Empire
whose boundaries at times reached close
to Vienna began to be regarded as part of
Europe and the Sultan was recognized as
a player in balance of power games well
into the twentieth century. Likewise, the
Russian Empire became integrated into
the system of European polities in the
course of the eighteenth century when the
powers of the Russian Czar already ex-
tended well beyond the Urals into Sibe-
ria and onto the easttern coasts of the
Asian continent. Thus, politics has cared
little about the vagaries of geographical
names. As Edgar Morin, sometime re-
search director at the renowned Centre
National de Recherche Scientifique in
Paris remarked appropriately almost fif-
teen years ago: “Europe is a geographi-
cal concept without boundaries towards
Asia and an historical concept with
changing boundaries” [Edgar Morin,
Penser l’Europe (Paris, 1987), p. 27].
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ドイツの国防軍展やフランスにおけ

るレジスタンスの評価のように激し

い論争の的となる状況にある現在、

「ヨーロッパに共通する記憶」という

新たな「神話」がヨーロッパの社会

科学のテーマとして浮かび上がって

きているという。「ヨーロッパ」を考

察する上で、われわれがヨーロッパ

から受け入れてきた概念や研究のス

タイルそのものを同時に根本から問

い直さなければならないことを示唆

する内容であり、講演に続いて参加

者との間で興味深い討論がなされた。

　講演会開催にあたって講演謝礼の

一部と学生アルバイトの謝金につい

て援助をいただいたＤＥＳＫにお礼

を申し上げる次第である。

　大石 紀一郎(超域文化科学専攻)

フロベール・シンポジウムを

中心とする日仏研究交流活動

報告

　蓮實重彦総長の提案による今回の

企画は、フロベール研究の第一人者

であり総長の旧友でもあるパリ第８

大学ジャック・ネーフ教授を招聘し、

様々のレベルの学術研究交流活動を

行うという趣旨のものである。

　ネーフ教授 ( １９４５年３月９日
生まれ、５５才)は、パリ第８大学フ
ランス文学科教授、同博士大学院長、

ＣＮＲＳ（国立科学研究センター）フ

ロベール部門長、等を歴任したほか、

アメリカ、中国などに長期滞在し、国

際的な研究者として広く人文系分野

全体にわたる学術交流、人物交流の

実績をあげてこられた人物である。

日本学術振興会の招聘による今回の

滞日スケジュールは、１１月１９日

（日）から１２月２日（土）まで２週

間にわたり、学振理事長、東京大学

総長ほか、関西の大学を含む関係諸

機関代表者との協議、および次の研

究交流活動を主眼とするものであっ

た。

１．１１月２２日（水）東京大学、

１１月２７日（月）名古屋大学、１１

月２８日（火）京都大学における講

演会

２．１１月２４日（金）フロベール・

シンポジウム

　これらのプログラムのなかから、

フランス語部会主催、ＤＥＳＫ共催

る。第三帝国の時代におけるドイツ

の社会学史や現代ドイツの社会と社

会科学に関する著作が多数あるほか、

ジンメル全集および『ジンメル研究』

の編集主幹として著名である。

　コロキウムは１１月１４日の午後

４時半から教養学部１０号館３階会

議室で行われた(使用言語: ドイツ

語)。教授の発表「道徳、理性、殺人:

資本主義の〈精神〉における探偵小説

に関する社会学的考察」( M o r a l ,
Vernunft und Mord: Soziologische
Überlegungen zum Kriminalroman im
'Geiste' des Kapitalismus)は、探偵小説
を社会学的視点から読むという刺戟

的な試みであった。探偵小説が描く

犯罪は近代における合理化の過程の

産物であると同時にそれがもたらし

た問題を解釈するモデルであり、犯

人の行動パターンには投資に対する

利潤の極大化という資本主義の営利

衝動がモデルとなっているという教

授のテーゼについて活発な討論が交

わされた。

　講演会は１１月１７日の午後６時

から教養学部図書館視聴覚ホールで

多数の聴衆を集めて行われた(挨拶:

臼井隆一郎ＤＥＳＫ運営委員長、司

会: 北川東子教授、日独同時通訳:

大石紀一郎助教授)。「２０世紀の終

焉 と ヨ ー ロ ッ パ の 社 会 科 学 」

(Sozialwissenschaft in und über Europa
zum Ausklang des XX. Jahrhunderts)と
題する講演は、グローバリゼーショ

ンの時代における固有文化や自らが

営む研究の文化的自己理解への問い

直しがヨーロッパの社会科学者自身

によってなされている実例を示すも

のであった。すなわち、ヨーロッパで

成立した社会科学はその普遍主義ゆ

えに従来は自らの「ヨーロッパ的」な

アイデンティティを問うことがな

かったが、現在ではＥＵ諸国の対

オーストリア制裁に見られるように、

「反ファシズム」がヨーロッパ的な価

値として認知される現象が見られる

という。他方、普遍主義と分権主義の

緊張関係の中で近代においてくりか

えし唱えられてきた「ヨーロッパ理

念」という「神話」はときにはイデオ

ロギーとして機能することもあった

という指摘がなされ、第二次大戦と

ホロコーストの集合的記憶の問題が、

オットハイン・ラムシュテット

教授を迎えて

　２０００年１１月、ビーレフェル

ト大学(ドイツ連邦共和国)のオット

ハイン・ラムシュテット教授(Prof.
Dr. Otthein Rammstedt)を迎えて、
DESK、教養学部ドイツ語部会および

日本ドイツ学会の共催によるコロキ

ウムと講演会が行われた。ラムシュ

テット教授は１９３８年生まれ、フ

ランクフルト大学とミュンスター大

学で社会学、心理学、歴史学をアドル

ノとシェルスキーのもとで学んだの

ち、ルーマンのもとで教授資格を取

得して、１９７５年以来ビーレフェ

ルト大学社会学部の教授を務めてい
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次に、若林正丈氏（地域文化研究

専攻）が、制度的枠組みをもたない北

東アジア（「小さい東アジア」）が、欧

州統合の経験とは対極にある点を指

摘するとともに、ＡＳＥＡＮが北東

アジアを巻き込むような形で、日中

韓を含めた「アセアン・プラス・ス

リー」が成立するに至った理由や、

「日韓ミドル・パワー連合」が現実に

あり得るかどうかについて、問いを

投げかけた。

最後に、石田勇治氏（地域文化研

究専攻）が、第二次大戦の加害国とい

う視点からドイツと日本に論点を向

けてコメントを行った。戦後ドイツ

が、外交政策や戦後補償を通して近

隣諸国との間に信頼関係を築き上げ、

欧州の中のドイツを明確にしながら

ドイツ統一を達成し、欧州統合を牽

引している点を指摘し、日本が今後、

アジアに対してどのような態度をと

るべきなのかという問題を提起した。

コメンテーターや参加者の問題提

起や質問について議論が展開された

後、古田元夫氏（総合文化研究科評議

員）の閉会挨拶によって、シンポジウ

ムは幕を閉じた。今回のシンポジウ

ムでは、専攻地域間の垣根を越えた

議論により、今後の駒場における地

域文化研究の新たな展望が示された。

２１世紀、日本がアジアの中で果た

すべき役割についての考察は、今後

の課題として残された。この点につ

いて、さらなる議論を今後のシンポ

ジウムに期待したい。

井関 正久（DESK）



により、東京大学駒場キャンパスに

おいて行われた二つの催しについて、

以下に報告する。

ジャック・ネーフ教授　講演会

　　「テクスト生成研究と美学」

    (Génétique et Esthétique)
東京大学大学院総合文化研究科、

１０号館３階会議室にて、

１１月２２日（水）１７時～１９時　

司会：蓮實重彦

　１９６０年代におけるフランスの
知的昂揚を反映し２０世紀文学批評

の頂点をなしたといえる一連の活動

のなかで、フロベール研究は、プルー

スト、マラルメ、ヴァレリー研究など

とならぶ大きな潮流を形成している。

ネーフ教授は、６８年の五月危機に

遭遇して文学研究を志し、新しいア

カデミズムの立ち上げを模索し、か

つ先導しつつ今日に至った世代にあ

たる。したがって、旧来の講壇批評に

対するアンチ・テーゼとして展開さ

れた新しい批評の方法論すべてにつ

いて、同世代の共感と理解を寄せて

きたという経歴をもつ。なかでもテ

クスト生成研究は、今日なお貴重な

資料が未分析のまま山積している分

野であり、ネーフ教授は、その研究活

動の指導的立場を担っている。

　講演会は、冒頭に蓮實重彦総長か

ら、ネーフ教授の研究者としての実

績および彼との出会いについて心温

まるスピーチがあり、講演、質疑を含

み、すべてフランス語で行われた。聴

衆がかならずしも文学研究者とはか

ぎらないという条件をふまえ、講演

者は「テクスト生成研究とは何か？」

という一般的な問いかけに対し、具

体例を前に多様な解答の可能性を示

唆してゆくという方法をとった。草

創期の草稿研究は、決定稿という完

成体にむけての直線的進歩という発

想に基づいて行われることが多かっ

た。これに対し、エクリチュールの場

とは目的論的な仕草によって導かれ

るものではなく、ひとつの美がまさ

に紙のうえで誕生し生成して行く混

沌たる「現場」であるという先鋭な問

題意識が提示され、きわめて説得的

な論証がなされた。その間モンテー

ニュから現代作家まで、数多くの美

しい草稿が、分析の素材としてＯＨ
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Ｃで紹介された。マラルメ研究者な

どの出席者と活発な質疑応答が行わ

れた。

　講演会終了後、ネーフ教授夫妻を

囲むフランス語部会教官の懇親会が

あり、２００２年春開催予定の日仏

共同シンポジウムについての予備的

話し合いが行われた。

フロベール・シンポジウム

　　「書くことの旅と誘惑」

(Voyages et tentations d’une

écriture)

　数理科学研究棟会議室にて、１１
月２４日（金）１０時４５分から１

７時１５分まで　総合司会：鈴木啓

二（東京大学教授）

　シンポジウム発表者は、ネーフ教

授、フランス留学中にネーフ教授の

指導のもとに博士号を取得した若手

研究者を含む我が国のフロベール研

究者、韓国から招聘した研究者の計

８名であるが、かつてネーフ教授の

薫陶を受けた研究者が遠方から馳せ

参じ、門下生同窓会の観を呈した。フ

ロベール研究の分野は、我が国にお

いても研究者の層が比較的厚いとは

いえ、本格的な日仏共同シンポジウ

ムが開催されたのは、今回が初めて

である。フロベール研究をめぐる発

表と質疑応答のほかに、会場に隣接

したコモン・ルームにおいて昼食会

およびコーヒーブレイクがあり、き

わめてなごやかな雰囲気のうちに、

3 0 名ほどのフランス文学研究者、
DESK関係者のあいだで活発な交流
がなされていた。専門研究の枠をこ

える広範な情報交換と人物交流は、

今回のシンポジウムの大きな成果で

あったと考える。

　シンポジウムの内容は、以下の通

りである（発表順）。

菅谷憲興（立教大学講師）：「シャル

ルの死」(La mort de Charles)
工藤庸子（東京大学教授）：「聖書と

オリエント」(La Bible et l’Orient)
小倉孝誠（都立大学助教授）：「オリ

エントの誘惑――フロベール、マク

シム・デュ・カン、『オリエント旅行

記』」(La tentation de l’Orient —
Flaubert, Maxime Du Camp et le Voy-
age en Orient)

柏木加代子（京都市立芸術大学教

授）：「フロベールと演劇――『ブ

ヴァールとペキュシェ』の芸術創造

を通して」(Flaubert et le théâtre — à
travers la création artistique de Bouvard
et Pécuchet)
松澤和宏（名古屋大学教授）：「『感情

教育』第三部五章に関する覚え書き」

(Quelques notes sur l’avant dernier
chapitre de L’Education Sentimentale)
金容銀（キム・ヨンウン）（大韓民国

　江原大学教授）：「ヴォルテールの

悲劇を読むフロベール」(Flaubert ,
lecteur des tragédies de Voltaire)
ジャック・ネーフ（パリ第８大学教

授）：「ミメーシスと模倣」(Mimésis et
imitation)
蓮實重彦（東京大学総長）：「《しかし

彼女の手は美しくはなかった》――

『ボヴァリー夫人』の説話的・主題的

形式に関する考察」(«Sa main pourtant
n’était pas belle» — Quelques réflexions
sur la forme narrative et thématique de
Madame Bovary)
　シンポジウム終了後、蓮實重彦総

長夫妻の招きで参加者の夕食会が催

された。

　なお、シンポジウムの成果は「論文

集」として上梓される予定であり、

2001年4月出版をめざして作業が進
められている。

　　工藤 庸子（地域文化研究専攻）

ヨーロッパ諸国衛星放送受信開始

　ＤＥＳＫ事務室ではアジアサット

２経由のヨーロッパ諸国のテレビ・

ラジオ衛星放送が受信できるように

なりました。受信可能な放送と利用

方法についての詳細は、このニュー

スレターの最終ページをご参照くだ

さい。

８号館屋上に設置されたアジアサット２デ

ジタル衛星放送受信用パラボラアンテナ

（直径１．８ｍ）
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その他実施済講演会・催し

マティアス・クナイプ朗読・講

演会（ドイツ語部会有志との共

催）

２０００年１１月６日１８時～

９号館３階談話室

　２０００年１１月２日から５日ま

で、東京半蔵門にて「世界詩人祭」が

開催された（詩誌「地球」主催、日本

現代詩人会・日本詩人クラブ・国際

交流基金の共催による）。そこでは

３０余国の詩人たちが報告・討論を

行った。その機会に来日したマティ

アス・クナイプ氏を駒場に迎え、そ

の代表的な詩作品の朗読、また彼の

これまでの活動について講演を依頼

した。

  氏はこれまでに、その詩や散文作

品によって、Bayrische Musikrat 賞
(1995)、またGodek-Literaturpreis
(1997)を受賞している。その詩作品
は、ドイツに限らず現代詩一般の傾

向であるところの難解性を意識的に

避け、ライトヴァース的で機知を含

んだ言葉を提示する。今回朗読され

た作品も、知的な刺激に富んだもの。

朗読の合間に、氏は、比較的若い世

代に属する詩人としての立場から、

自らの作品の意図や文学的戦略につ

いて解説を加えた。

　クナイプ氏は1969年レーゲンスブ

ルクの生まれ。両親は先の大戦後

ポーランドからの引揚者。父は今日

も大学のスラブ語教師。そのような

出自ゆえに、氏の経歴また活動は東

欧圏と深く結びついてきた。東欧各

国の訪問やポーランドOppeln大学で

の教師経験を経て、論文Die deutsche
Sprache in Oberschlesien. Unter-
suchungen zur politischen Rolle der
deutschen Sprache als Minderheiten-
sprache 1921-1999により博士号取得
(Dortmund 2.Aufl. 2000)。詩や散文の
作品はポーランドでも対訳本として

刊行されている。今日はDeutsches
Polen-Institutにおいて研究員をも務
める。質疑の際には、氏のそのよう

な側面についても、ドイツ語による

文学活動とあわせて、参加者から熱

心な質問が出された。

ポーランド問題に関する氏の連絡

先：

Deutsches Polen-Institut
M a t h i l d e n h o e h w e g  2 ,  D - 6 4 2 8 7

建築家ヨルク・グライター氏講

演会報告

  2001年１月10日（木）午後４時30

分から東京大学教養学部図書館視聴

覚ホールにおいて、表象文化論研究

室及びDESK主催のもと、建築家ヨル

ク・グライター(Jörg H. Gleiter)氏（元
ワイマール・バウハウス大学講師）に

よる講演「反転したエキゾチシズム-

- グローバリゼイションとモダニ

ティのレトリック (Reversed Exoti-
cism: Globalization and The Rhetoric of
Modernity)」がおこなわれた（使用言
語は英語）。グライター氏は早稲田大

学石山修武氏とともに建築ワーク

ショップ「早稲田バウハウス・スクー

ル」を日独両国で開催し、ワイマー

ル・バウハウス大学に磯崎新氏、柄谷

行人氏らを招聘するほか、現代思想・

建築文化をめぐる書籍の編纂や論文

を執筆している建築理論家である。

多数のスライドを用いた講演は、ド

イツ人学生らとともに訪れた京都で

出会った、西洋名画の陶板によるレ

プリカが数多く展示された奇妙な庭

園（京都府立陶板名画の庭）の分析か

ら始められた。回遊式庭園の形式を

とったこの施設が、日本のテクノロ

ジーを背景にヨーロッパの伝統文化

を展示している点に、グライター氏

は「反転したエキゾチシズム」の一例

を認める。講演は、明治維新以降、西

洋と日本の文化的関係がこの「反転

したエキゾチシズム」いたるまでに

辿った三段階--西洋のエキゾチシズ

ム、「肯定的文化的相互関係 (affirma-
tive cultural reciprocity)」、「批判的相互
関係 (critical  reciprocity)」-- をめぐ
り、美術のジャポニスム、ハインリッ

ヒ・シュリーマンやブルーノ・タウト

の日本体験、そして長崎のハウステ

ンボスなどを具体的事例として取り

上げた。そこでは、日本の伝統建築に

ヨーロッパのモダニズムとの共通性

を見出すレトリックが繰り返された

時代を経た後、グローバリゼイショ

ンのもとで、ハウステンボスが象徴

する「和魂洋才」ならぬ「洋魂和才」

へのエキゾチシズムの反転が起こっ

ている現状が歴史的展望のもとに分

析された。１時間半弱に及んだ講演

ののち、ハウステンボスのような

テーマパークを特殊日本的なものと

見なしうるかどうかといった点をめ

ぐって活発に質疑が交わされ、講演

会は午後６時半に終了した。

　　　　　　　田中純（情報学環）

アルフォンス・ラービッシュ

(Alfons Labisch)講演会
「ドイツ医学史概観――その系譜と

今日的課題」( G e s c h i c h t e  d e r
Medizin - Geschichte in der Medizin:
Medizinische Historiographie in
D e u t s c h l a n d  i m  1 9 .  u n d  2 0 .
Jahrhundert)
２０００年１０月７日１４時～１６

時　図書館4 階　視聴覚ホール

Darmstadt

kneip.dpi@t-online.de

　川中子義勝（超域文化科学専攻）

ＤＥＳＫ活動予定

ドラシラ・コーネル

     (Drucilla Cornell)講演会
３月２６日 コロキアム

 １４：００～ １０号館３０１

３月２７日 講演会

 １６：００～ 図書館視聴覚ホール

　　　　　　　　通訳付き

　コーネルは現在ラガトショ大学の

ロースクール教授。フェミズムの立

場から法哲学を展開することで、バ

トラー、フレーザーと並んで、アメリ

カ現代のフェミニズム議論では最も

重要な理論家の一人となっています。

（時間場所などは現時点での予定で

す。掲示にご注意下さい。）

「ヨーロッパ　東西に広い相貌」

１月２７日 ＤＥＳＫ設立記念講演会

１４：００～ （１面参照）

ラウル・グティエレス

  (Rául Gutiérrez)（総合文化研究科
客員教授）講演会

“Gedanken zur Struktur des mytischen
Wissens (Meister Eckhart)”
３月９日　１８：００～

　１０号館３階会議室
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社会科学研究プロジェクト・

コロキアム

ＤＥＳＫ社会科学研究プロジェク

トは、東京大学駒場キャンパスにお

けるヨーロッパ研究、とりわけ現代

ヨーロッパの社会科学的方法論を用

いた研究をさらに活性化しようとす

る試みです。同時に、その研究のネッ

トワークを駒場の中にとどめること

なく、日本および諸外国の現代ヨー

ロッパ研究の主要な研究拠点との密

接な研究協力ネットワークを構築す

ることをめざしており、長期的には

このプロジェクトから恩恵を受ける

若い研究者の養成を通じて日本にお

ける現代ヨーロッパ・ＥＵ研究の水

準を高めようとするものであります。

　現代ヨーロッパの政治・経済・社会

にさまざまな意味から大きな影響を

与えているＥＵを中核として、関連

するさまざまな重層的組織から構成

されるヨーロッパ統合の展開とヨー

ロッパにおける様々な形でのガヴァ

ナンスの変容は、同時に進行する世

界システムの変容との関係で把握さ

れなければなりません。そこで、本プ

ロジェクトはヨーロッパ内部におけ

る統合ダイナミズムの分析を一つの

柱とすると同時に、第二の柱として

変容する世界システムにおけるヨー

ロッパの位置づけを分析することを

めざしています。

　このプロジェクトの一環としてコ

ロキアムが開催されています。これ

は学内外で社会科学分野のヨーロッ

パ研究を行っている研究者に発表・

討論していただくものです。今年度

はＤＥＳＫが１０月に発足したばか

りということもあり、十分な準備時

間もとれませんでしたが、６回のコ

ロキアムが予定されております。以

下では既に実施されたコロキアムに

ついて紹介いたします。

「ポーランドにおける政党制と

制度改革－ＥＵ加盟問題との関

連で」

  仙石 学氏

（西南学院大学法学部助教授）

　　　２０００年１２月１５日実施

　ＤＥＳＫ社会科学研究コロキアム

の第一回目は、大学院総合文化研究

科国際関係論専攻出身で駒場とも縁

が深く、我が国における気鋭の中東

欧研究者として活躍しておられる西

南学院大学の仙石学氏にご報告いた

だいた。

　報告では１９８９年以降のポーラ

ンドの制度改革を、①旧体制の影響、

②政党システムの形成、③外部環境

との関係、とりわけＥＵ加盟をめぐ

る要因、という３要素を軸として、

「変容」論の視点から分析することが

試みられた。

　仙石氏の報告はポーランドの政党

システムと国内制度改革という多く

の聴衆にとっては比較的疎遠であり

ながら、今後のＥＵの中東欧への拡

大とヨーロッパの秩序を考える上で

極めて重要な問題を、ポーランドの

基本的な政党システムの説明からわ

かりやすく解き起こしながらも、核

心をついた分析をおこなうもので

あった。

　ポーランドの政党分類は社会主義

期の影響から単純に「左右」という

軸では切ることはできず、諸政党の

制度改革に対する政策は、「旧共産

党」、「旧連帯」などという固定化さ

れたレッテルによる分析は誤りであ

ることが強調された。そして連帯系

政党が西欧的市民社会を代表し、制

度改革を推進するというような固定

的なテーゼが誤りであることが指摘

され、このような認識のもとでの９

０年代の憲法改正問題、その他、医

療保険、年金、教育、地方制度などの

社会改革と政党システムとの関係が

分析された。

　以上のような仙石氏の比較政治学

的アプローチはＥＵ加盟候補国のＥ

Ｕ政策の背景を分析するにあたって

も極めて示唆に富むものであった。

　報告の後には学外の専門家も交え

て活発な質疑応答がおこなわれ、第

一回を飾るにふさわしい極めて盛況

なコロキアムとなった。

参考リンク：
       SENGOKU’s Homepage

        http://www.seinan-gu.ac.jp/~sengoku/

     森井裕一（地域文化研究専攻）

「反ＥＵグループとしての女性

－北欧諸国を事例として」

  五月女 律子 氏

　　（藤女子大学文学部講師）

　　　　　２００１年１月９日実施

　ＤＥＳＫ社会科学コロキアムの第

二回目は、スウェーデンを中心とし

て北欧研究で活躍している藤女子大

学（札幌）の五月女氏にご報告いただ

いた。

　一口に北欧

諸国といって

も、ヨーロッパ

における政治

的な位置づけ

はそれぞれに

異なり、ＥＵ、

ＮＡＴＯなどへの所属／非所属の問

題もそれぞれに違った対応がなされ

ている。デンマークは１９７２年の

第一次ＥＣ拡大でイギリス、アイル

ランドともにＥＣに加盟したが、同

時に加盟を目指したノルウェーでは

国民投票の結果、加盟が否決された。

冷戦後の１９９５年にはスウェーデ

ン、フィンランドがＥＵ加盟を果た

したが、ノルウェーは再度国民投票

で加盟を否決した。

　五月女氏は北欧諸国それぞれの国

内における反ＥＵグループを紹介し、

各国のさまざまな経済・社会団体が

どの国でＥＵに対してどのような姿

勢をとっているかを紹介した。これ

によって農業・漁業団体、労働組合、

政党などのＥＵに対する態度は北欧

内でも同一ではないことが強調され

た。その上で、北欧４カ国のＥＵに対

する態度を男女別に見た場合には、

どの国においても男性よりも女性の

方が反ＥＵ

傾向が強い

ことが指摘

された。さ

らに北欧４

カ国におけ

る女性の政

党支持傾向が分析された。そして、女

性は左翼政党、環境政党を男性より

も強く支持する傾向が見られ、これ

らの政党が反ＥＵの姿勢をとる傾向

があること、対ＥＵ政策を重視して

政党支持を決定する場合には、女性

は反ＥＵ政策を掲げる政党を選択す



ＤＥＳＫチュートリアルについ

て

２０００年１１月から、前期課程

の学生を対象に、毎週月曜日（６限）、

チュートリアル（tutorial/Tutorium）を
開いている。ヨーロッパに関心をも

つ学生に対して、ヨーロッパ研究の

方法論や最新の研究動向等を紹介す

るとともに、さまざまな研究分野に

ついて話し合い、ヨーロッパ研究へ

のモティヴェーションを高めること

が、チュートリアルの目的である。

チュートリアルには１年生を中心

に２０名以上が参加登録している。

さらに、チュートリアルには毎回、修

士課程の院生４名が参加し、学生へ

のアドバイス等のサポートを行って

いる。チュートリアルは正規のカリ

キュラムの枠外にあるため単位は取

得できず、学生には自主的な参加が

要求される。

参加者の関心が漠然と広い研究領

域に渡っていることを考慮し、これ

までチュートリアルでは、院生４名

と私が、それぞれのヨーロッパ研究

分野や研究方法について簡単な報告

を行ってきた。取り上げられた研究

分野は、政治学、社会学、文学、哲学、

歴史学、国際関係論をカバーし、そ

れぞれの報告では、語学の勉強法か

ら、留学経験・論文作成・最近の関心

分野に至るまで、幅広いテーマにつ

いて発表された。この個別報告では、

学生による積極的な発言と自由な議

論に重点が置かれ、報告者は学生に

語りかけるスタイルで発表を行って

きた。学生からは、それぞれの専門

分野や、留学準備、将来の就職など、

多くの質問を受けている。

今学期のチュートリアルではまた、

共通テーマとしてヨーロッパ統合を

取り上げている。実践で活躍してい

る方々と接し、ヨーロッパ連合EU内

部の協働や、ヨーロッパと日本との

関係についての知識を深めるために、

昨年１２月、ドイツ大使館とフラン

ス大使館から書記官をゲストとして

招き、簡単な討論会を２回に渡って

開催した。参加者全員が理解できる

ように、報告・議論はいずれも英語

で行われ、その後のお食事会ではド

イツ語・フランス語も用いて話し合

われた。

まず、１２月４日、ドイツ大使館か

ら２名の書記官、C. ハリアー氏とG.

シュミット氏を招き、「ＥＵと日本」

について討論会を行った。ＥＵ加盟

国の外交官レベルでの具体的な共同

作業、日独間の政治的・文化的交流

について報告が行われた後、外交官

としての生活から、ドイツの文化政

策、ＥＵ内部でのドイツの役割、Ｅ

Ｕの東方拡大問題、ヨーロッパ安全

保障問題に至るまで、さまざまなト

ピックについて、参加者の間で活発

な議論が交わされた。

１２月１８日には、フランス大使

館からJ-F. カザボンヌ・マゾナーヴ

書記官を招き、「日仏関係の現在」を

テーマに討論会を開いた。ジョスパ

ン首相来日時のエピソード、日仏間

での社会問題の類似性、フランスに

おける日本ブーム、沖縄サミットな

ど、幅広い話題が取り上げられ、フ
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る傾向が見られること、反ＥＵ政策

をとる政党では対外政策分野で女性

支持者が高い評価をするのに対して、

親ＥＵ政策を採る政党では外交政策

への支持が低くなる傾向が見られる

ことなどが指摘された。

　女性の反ＥＵ傾向の原因としては、

北欧社会福祉のレベル低下への懸念、

環境保護政策の後退への不安、公共

部門における雇用減少への不安、社

会における女性の地位の低下への懸

念などがあげられた。

　報告後の議論では、ＥＵ政策への

選好を決めるものとしてはなお経

済・社会的要因の方がジェンダー差

よりも重要ではないかという質問が

出されたが、五月女氏は北欧におい

てはこれらの要因のみでは説明しき

れないものがあり、女性という要因

が重要性を持つことを強調した。引

き続き活発な議論の中で、北欧がな

お比較的保守的なヨーロッパ諸国と

社会・経済的に相当程度違っており、

そのうな背景からジェンダーが重要

な説明要因とりうることが明らかと

なった。

　今回のコロキアムは参加者の約７

割が女性で、議論が活発になったこ

ともあり、社会科学研究とヨーロッ

パ研究におけるジェンダーというイ

シューの問題を再認識させる点でも

有意義なものとなった。

     森井裕一（地域文化研究専攻）

　

ランスの文化政策、経済政策・外交政

策について活発な議論が行われた。

いずれの討論会でも、学生は外交

官と接することによってヨーロッパ

を身近に感じることができ、また、ド

イツ・フランスの外交官の方々も、学

生と議論ができたことに満足感を示

していた。１月２９日に開かれる、今

学期最後のチュートリアルにおいて

も、スウェーデン大使館からC. 尾崎

－マシアス書記官を招いて、「ス

ウェーデンとＥＵ」を中心テーマに

講演していただく予定である。

今後も、チュートリアルの枠内で、こ

うした討論会を開き、学生のヨー

ロッパへの関心を高めていくととも

に、学生による簡単な発表も行い、よ

り一層活発な議論が実現するように

していきたい。

　　　　　　井関 正久（ＤＥＳＫ）

この DESK NEWSLETTERは

ホームページ(http://ask.c.u-

tokyo.ac.jp/~desk/)からＰＤＦ

ファイル形式でダウンロード可

能です。どうぞご利用ください。

ＤＥＳＫ社会科学コロキアム

開催日程

２００１年１月１６日（火）

川村陶子氏（成蹊大学文学部講師）

　「ヨーロッパ文化交流の方向性」

　　　　１４：４０～１６：１０

　　　　　　　　　（８－３０２Ａ）

２００１年１月２３日（火）

鈴木一人氏

（筑波大学国際総合学類講師）

　「『ヨーロッパ』は『ＥＵ』なのか？：

European Strategy for Spaceをめ

ぐって」

　　　　１４：４０～１６：１０

　　　　　　　　　（８－３０６）

２００１年１月２５日（木）

八谷まち子氏

（九州大学大学院法学研究科講師）

　「ＥＵの拡大とトルコ」

　　　　１４：４０～１６：１０

　　　　　　　　　（８－３０６）

２００１年１月２６日（金）

細谷雄一氏

（北海道大学法学研究科講師）

　「『ドイツ問題』をめぐる

            戦後ヨーロッパ政治」

　　　　１４：４０～１６：１０

　　　　　　　　　（８－３０６）
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アジアサット２の受信開始

　２００１年１月９日よりＤＥＳＫ
事務室においてアジアサット２の衛

星デジタル放送受信が可能になりま

した。アジアサット２は東経１００．

５度の静止軌道上に位置する放送衛

星で、アジア諸国で広く利用されて

います。この衛星にはヨーロピアン・

ブーケと呼ばれるヨーロッパ各国に

よるテレビとラジオの放送チャンネ

ルがあり、ＤＥＳＫ事務室ではこれ

らのチャンネル（テレビ７チャンネ

ル・ラジオ１９チャンネル）の受信を

することが現在可能です（技術的に

はアジアサット２のデジタル放送で

暗号化されていない中国などのいく

つかの放送も受信可能です）。

▼チャンネル紹介

▽テレビ
1.Deutsche Welle TV (Deutsch & English)

http://www.dwelle.de/
2.MCM of France (Music)

http://www.mcm.fr/
3.RAI international

http://www.raiinternational.rai.it/
4.TVE

http://www.rtve.es/
5.TV5-Asia

http://www.dwelle.de/
6.RTPi

http://www.rtp.pt/

7.Channel One

▽ラジオ
1.Deutsche Welle 1 (Deutsch)
http://www.dwelle.de/dpradio/Welcome.html
2.Deutsche Welle 2 (English)
3.Deutsche Welle 8 (Africa / Asia )
http://www.dwelle.de/dw/empfang/satellit/
dw_08.htm
4.YLE Radio Finland

http://www.yle.fi/fbc/rfinland/
5.WRN (World Radio Network)

http://www.wrn.org/
6.REE Radio Exterior de Espana
http://www.rtve.es/rne/ree/index.htm
7.RFI 1 (Radio France internationale)

http://www.rfi.fr/
8.RFI 2
9.RFI-Music
10.RNW (Radio Netherlands)

http://www.rnw.nl/
11.RAIRADIO

http://www.raiinternational.rai.it/
12.RCI (Radio Canada International)

http://www.rcinet.ca/
13.SRI (Swiss Radio International)
http://www.srg-ssr-idee-suisse.ch/

14.Deutsche Welle 4 (Europa 2)
15.Deutsche Welle 5 (Europa 3 )
16.Deutsche Welle 6 (Europa 4 )
17.Deutsche Welle 9 (Asia / Africa )
18.RDP Antena
http://www.rdp.pt/antena1/index.html

19.RDP

　受信可能な放送局は変更される可

能性があります。また国内のＢＳや

ＣＳ放送に比べると受信状態がやや

不安定なため、大雨、強風、降雪など

の気象条件によっては、受信できな

いこともあります。

▼ 衛星受信設備設置にあたっての技

術的な問題について

　アジアサット２の受信設備の設置

は当初１２月上旬には行われていま

した。しかし技術的な問題から２０

０１年１月９日に安定した受信が可

能になるまでには紆余曲折がありま

した。

　問題は駒場キャンパスの上空を

通っているＮＴＴのマイクロ波通信

回線です。当初衛星受信パラボラ・ア

ンテナ（直径１ｍ８０ｃｍ）はいた

ずらなどを避けるために人の手の届

かない階段室脇の壁の高い位置に設

置されました。しかし、この位置で

はマイクロ波回線の干渉を受けて衛

星放送の電波を受信することができ

ないことが判明しました。８号館上

空には予想外に多くのマイクロ回線

が通過しており、専門業者による調

査の結果、パラボラ・アンテナは階

段室西側の屋上面に置かれる形で設

置されました。

　なお現在は衛星デジタル受信機、

ビデオ、テレビともに一台しかない

ため、同時に複数のチャンネルを利

用することはできません。テレビと

ラジオの同時受信も同様にできませ

ん。ご視聴希望の場合は、上記のそ

れぞれの放送局のホームページで番

組の放送時間を確認の上、日本時間

の夜間の時間帯の番組を予約録画・

録音することをおすすめいたします。

ご希望の際はビデオテープをお持ち

の上、ＤＥＳＫ事務室にお申し出下

さい。

　参考リンク：
       Official AsiaSat Homepage

http://www.asiasat.com.hk/

　　　森井裕一（地域文化研究専攻）

ＤＥＳＫ事務室

開室日：月曜～金曜（祝日除く）

住所：〒153-8902 東京都目黒区

　　　駒場３－８－１

　　東京大学大学院総合文化研究科

８号館１階１０９号室

 Homepage:
http://ask.c.u-tokyo.ac.jp/~desk/

 E-mail: desk@ask.c.u-tokyo.ac.jp
 Telephone & Fax: 03-5454-6112
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Editorial

　１０月に活動を開始したＤＥＳＫ
は事務室の整備、さまざまな運用規

定、細則の作成、事務的な諸問題の解

決など、組織の立ち上げに伴う問題

を処理しながら、ようやく形が整っ

てきました。このニュースレターの

発行もＤＥＳＫの活動を軌道に乗せ

る作業の一環です。ＤＥＳＫの運営

主体として運営委員会がその任に当

たっていますが、ＤＥＳＫの活動が

今後大きな成果をあげて行くために

はまず幅広い支援が不可欠です。こ

のニュースレターはＤＥＳＫの活動

をできる限り多くの人々に知って頂

くために、発行されることになりま

した。さしあたり年４回の発行を目

指しています。

　本号は第一号ですのでまだまだ至

らないところも数多いと思いますが、

皆様からのご意見・ご要望を下記の

ＤＥＳＫ事務室までいただければ幸

いです。もちろんヨーロッパ研究に

関連したエッセーなど、掲載原稿も

随時募集しております。ご協力をお

願いいたします。

　なお次号は３月末日原稿締切、４

月発行の予定です。


